
東
町
を
愛
す
る
会（
東
町
区
）

故ふ
る
さ
と郷
太
鼓
（
豊
田
地
域
）

伝
統
文
化
を

受
け
継
ぐ
子
ど
も
会

（
下
小
田
中
区
）

教
育
を
拓ひ

ら

く
知
恵

　　
近
年
の
少
子
化
の
進
行
は
、
本
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な

く
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
同
世
代
の
友
達
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
屋
外
で
の
安
全
面
な
ど
か
ら
家
庭
内
で
の
遊
び

が
増
え
る
な
ど
、
屋
外
で
友
達
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
や
地
域
社
会

と
か
か
わ
る
機
会
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
伝
統
文
化
の
学
び
を
通
し
て
、
地
域
の
人
々
と
の
交

流
や
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
紹

介
し
ま
す
。

～
地
域
の
伝
統
文
化
で
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
る
子
ど
も
た
ち
～
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こ
の
子
ど
も
会
は
、
平
成
１５
年

に
「
こ
ど
も
神み

こ

し輿
」
を
や
ろ
う
と

い
う
地
域
の
方
の
発
案
で
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
下
小
田

中
区
に
古
く
か
ら
継
承
さ
れ
て
い

る
獅
子
舞
の
お
囃は

や

し子
の
実
技
を
伝

承
し
、
小
田
中
神
社
の
例
祭
に
も

奉
納
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や

ジ
ャ
ガ
イ
モ
作
り
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
イ
モ
の
違
い
や
苗
の
植
え
付

け
か
ら
収
穫
ま
で
体
験
し
、
収
穫

後
に
は
地
域
の
文
化
祭
で
の
販
売

や
各
家
庭
へ
持
ち
帰
り
、
家
族
と

味
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
正
月
の
「
し
め
縄
」
や

「
繭ま

ゆ

玉
飾
り
」
な
ど
地
域
の
皆
さ

編
集
／
中
野
市
教
育
委
員
会

№
47

　
中
野
市
豊
田
地
域
審
議
会
は
、

平
成
17
年
の
市
村
合
併
に
伴
う
行

政
区
域
の
拡
大
で
、
住
民
と
行
政

の
距
離
が
大
き
く
な
り
、
住
民
の

意
見
が
新
市
の
施
策
に
反
映
さ
れ

に
く
く
な
る
な
ど
の
懸
念
に
対
応

す
る
た
め
、
豊
田
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
施
策
を
展
開
す
る
方
策
と

し
て
設
置
し
た
市
の
附
属
機
関
で

す
。

　
市
の
施
策
に
関
し
て
市
長
か
ら

諮
問
を
受
け
、
ま
た
は
必
要
に
応

じ
て
市
長
に
対
し
て
意
見
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
、
４
月
か
ら
新
た
に
次
の

と
お
り
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
５
人
程
度

応
募
資
格
　
平
成
２３
年
４
月
１
日

現
在
、
次
の
事
項
に
該
当
す
る
方

・
豊
田
地
域
に
住
所
を
有
す
る
方

・
年
齢
満
20
歳
以
上
の
方

募
集
期
限
　
３
月
17
日
㈭

任
期
　
４
月
１
日
～
平
成
25
年
３

月
31
日
（
２
年
間
）

決
定
方
法
　
選
考
に
よ
り
決
定

応
募
方
法
　
豊
田
支
所
、
永
田
窓

口
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
設

置
し
て
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
直
接
お
持
ち
い

た
だ
く
か
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://

w
w
w.city.nakano.nagano.jp/

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
９
―
２
１
９
２
（
住
所
記

載
不
要
）

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
総
務
係

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
２
０
）

フ
ァ
ク
ス
�
２
７
７
４

Ｅ
メ
ー
ル
　chiikishinko@

city.
nakano.nagano.jp

「
中
野
市
豊
田
地
域
審
議
会
」
の

委
員
を
公
募
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問

に
応
じ
て
調
査
審
査
す
る
「
男
女

共
同
参
画
審
議
会
委
員
」
を
次
の

と
お
り
公
募
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
２
人
以
内

応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に

関
心
の
あ
る
方

募
集
期
限
　
３
月
15
日
㈫

任
期
　
４
月
１
日
～
平
成
25
年

３
月
31
日
（
２
年
間
）

応
募
方
法
　
「
男
女
共
同
参
画
に

思
う
こ
と
」
４
０
０
字
以
内
（
用

紙
は
問
い
ま
せ
ん
）
に
ま
と
め
、

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
明
記
の

上
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
先

〒
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
２７
号

（
中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー
内
）

男
女
共
同
参
画
推
進
室

フ
ァ
ク
ス
�
２
６
４
１

Ｅ
メ
ー
ル
　danjo@

city.nakano.
nagano.jp

　

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
男
女
共
同
参
画
推
進
室

推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

委
員
を
公
募
し
て
い
ま
す

男
女
共
同
参
画
審
議
会

▲審議会の様子

　市では、次のとおり公募します
ので、お申し込みください。
募集人員　１人
職種内容　上下水道量水器検針・
口座振替納入の勧誘
勤務範囲　市内
検針期間　毎月おおむね１日から
８日までに検針などを行います。
雇用期間　４月１日㈮～平成２４年
３月３１日㈯（更新あり）
報酬　月額約６２，０００円～９９，０００円
資格要件
・市内に住所を有する方
・普通自動車運転免許を有する方
※業務に必要な自動車は各自でご
用意ください。
応募方法　履歴書（写真貼付）を
直接お持ちいただくか、郵送によ
りご応募ください。
募集期限　２月２８日㈪
※合否は、書類選考・面接によ
り決定し、文書で通知します。

問い合わせ・申し込み先
市役所上下水道課営業係
☎（２２）２１１１（内線２８０）

上下水道量水器検針員
を公募しています

ん
と
一
緒
に
作
っ
て
お
り
、
毎
年

参
加
し
て
い
る
子
ど
も
が
作
る
し

め
縄
は
、
地
域
の
方
も
び
っ
く
り

す
る
ほ
ど
上
達
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
伝
統
的
な
芸
能
や

年
中
行
事
に
参
加
し
、
地
域
の
文

化
財
や
農
作
業
な
ど
の
体
験
を
通

し
て
伝
統
文
化
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
文
化
を

守
り
受
け
継
ぐ
心
を
身
に
つ
け
て

い
ま
す
。
　

　
小
学
生
約
２０
人
が
参
加
す
る

「
東
町
を
愛
す
る
会
」
は
、
東
町

に
伝
わ
る
「
お
囃
子
」
が
伝
承
さ

れ
て
き
た
歴
史
を
学
ん
だ
り
、
太

鼓
、
鉦し

ょ
う

、
三
味
線
の
実
技
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
受
け
持
つ
楽
器

は
、
原
則
的
に
毎
年
交
代
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽

器
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
る
と
と

も
に
、
練
習
や
発
表
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
自
ら
が
役
割
と
責
任
を
自

覚
で
き
る
よ
う
に
、
工
夫
し
な
が

ら
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
年
間
１５
回
の
練
習
を
積
み
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
春
の
高
梨
桜

ま
つ
り
や
秋
の
高
梨
ま
つ
り
、
ま

た
、
中
野
え
び
す
講
で
の
「
百
人

え
び
す
大
行
進
」
な
ど
で
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
な
が

ら
地
域
の
伝
統
行
事
の
継
承
や
盛

り
上
げ
に
大
い
に
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　
故
郷
太
鼓
は
、
平
成
１２
年
に
、

豊
井
小
学
校
で
「
豊
井
ふ
る
さ
と

太
鼓
」
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で

す
。

　
そ
の
後
、
児
童
だ
け
で
な
く
広

く
参
加
を
呼
び
か
け
、
現
在
は
小

学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
１６
人
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
和
太
鼓
を
通
し
地
域
の
伝
統
文

化
に
関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、

き
ち
ん
と
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
、
地
域

の
皆
さ
ん
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢

集
団
と
の
交
流
の
中
で
、
生
ま
れ

育
っ
た
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を

深
め
て
い
ま
す
。

　
豊
田
地
域
で
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
「
斑
尾
ふ
る
さ
と
祭
り
」
や

「
中
野
え
び
す
講
」
な
ど
で
の
力

強
い
太
鼓
の
響
き
は
、
人
々
の
心

に
感
動
を
与
え
る
ま
で
に
成
長
し

て
き
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
地
域
社

会
は
、
家
庭
や
学
校
と
並
ぶ
重
要

な
生
活
基
盤
の
一
つ
で
す
。

　
心
豊
か
に
育
つ
た
め
に
は
、
家

庭
と
地
域
が
よ
り
近
い
存
在
の
中

で
、
み
ん
な
で
見
守
り
育
ん
で
い

く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
な
お
、
今
年
４
月
か
ら
始
ま
る

新
学
習
指
導
要
領
で
も
、
「
伝
統

と
文
化
を
尊
重
す
る
教
育
」
が
課

題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。


